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働くルールの確立で

人間性の回復を

昨

年

の

11

月

30

日

、

６

年

余

り

の

審

査

が

行

わ

れ

て

い

た

全

国

事

件

（

９

事

業

所

32

名

）

が

、

退

任

さ

れ

る

和

田

公

益

委

員

の

「

命

令

に

責

任

を

持

つ

」

と

の

審

査

指

揮

に

よ

り

結

審

し

ま

し

た

。

早

け

れ

ば

年

度

内

（

３

月

）

、

遅

く

て

も

５

月

頃

ま

で

に

は

命

令

が

見

通

せ

る

状

況

で

の

年

明

け

で

す

。

争

議

団

と

支

援

共

闘

会

議

は

、

都

労

委

救

済

命

令

を

契

機

に

全

面

解

決

へ

の

道

筋

を

一

気

に

切

り

拓

く

決

意

で

新

年

を

迎

え

、

「

求

め

ら

れ

る

課

題

は

全

て

や

り

切

る

」

決

意

を

固

め

、

年

頭

か

ら

様

々

な

活

動

を

精

力

的

に

展

開

し

て

い

ま

す

。

闘

い

の

柱

は

２

本

で

す

。
第

一

は

、

全

国

展

開

で

お

願

い

し

て

い

る

団

体

署

名

を

さ

ら

に

積

み

上

げ

、

救

済

命

令

の

獲

得

に

向

け

て

都

労

委

要

請

行

動

を

最

後

ま

で

貫

く

こ

と

。

第

二

は

、

牛

乳

・

乳

製

品

の

放

射

能

汚

染

問

題

を

最

大

の

課

題

と

し

、

異

常

な

（

株

）

明

治

の

企

業

体

質

を

包

囲

し

孤

立

さ

せ

、

経

営

責

任

を

鮮

明

に

す

る

こ

と

で

争

議

解

決

へ

の

局

面

を

切

り

開

く

こ

と

で

す

。

「支援共闘会議総会」＆「団旗びらき」

サァー 総決起！

に

よ

り

、

政

府

や

東

電

の

無

責

任

な

姿

勢

と

同

時

に

、

（

株

）

明

治

の

異

常

企

業

体

質

が

鮮

明

に

な

り

ま

し

た

（

詳

細

は

次

頁

）

。

ま

た

、

第

１

５

回

支

援

共

闘

会

議

総

会

（

東

京

地

評

地

下

会

議

室

）

に

も

会

場

満

席

の

ご

参

加

を

い

た

だ

き

、

短

時

間

の

議

論

で

し

た

が

、

菊

地

光

男

共

闘

会

議

事

務

局

長

（

東

京

地

評

常

任

幹

事

）

の

提

案

に

も

と

づ

き

、

救

済

命

令

獲

得

に

向

け

て

の

方

針

、

放

射

能

汚

染

問

題

の

深

刻

な

課

題

や

、

会

社

経

営

陣

を

包

囲

し

全

面

解

決

へ

の

道

筋

を

切

り

開

く

方

針

、

そ

し

て

、

全

面

解

決

へ

の

重

要

局

面

を

闘

う

共

闘

会

議

役

員

体

制

が

満

場

の

拍

手

で

確

認

さ

れ

大

き

く

成

功

し

ま

し

た

。

争

議

団

と

同

支

援

共

闘

会

議

は

、

１

月

28

日

、

闘

い

の

新

た

な

前

進

を

切

り

開

く

３

つ

の

大

き

な

取

り

組

み

を

１

日

で

成

功

さ

せ

、

「

今

年

こ

そ

！

」

の

決

意

を

新

た

に

し

ま

し

た

。

新

宿

農

協

会

館

で

開

催

し

た

、

「

放

射

能

汚

染

か

ら

子

供

た

ち

を

守

る

緊

急

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

」

に

は

、

乳

幼

児

を

抱

い

た

お

母

さ

ん

な

ど

幅

広

い

参

加

と

会

場

発

言

全

面

解

決

へ

の

道

筋

を

切

り

拓

く

「

決

意

み

な

ぎ

る

」

争

議

団

は

全

て

の

力

を

集

中

し

闘

い

抜

き

ま

す

「

今

年

は

勝

ち

に

い

く

年

、

今

日

は

出

陣

の

日

！

」

団 旗

びらき

総

会

後

、

ラ

パ

ス

ホ

ー

ル

で

開

催

さ

れ

た

「

団

旗

び

ら

き

」

に

は

、

音

楽

家

ユ

ニ

オ

ン

の

「

佐

藤

修

セ

レ

ナ

・

ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク

」

が

友

情

出

演

。

主

催

者

挨

拶

で

松

本

議

長

（

千

葉

労

連

議

長

）

は

、

（

株

）

明

治

の

異

常

企

業

体

質

を

改

め

て

告

発

し

、

「

今

年

は

勝

ち

に

い

く

年

、

今

日

は

出

陣

の

日

！

」

と

熱

く

決

意

が

述

べ

ら

れ

る

等

、

多

く

の

参

加

者

か

ら

「

今

年

こ

そ

！

」

の

声

が

飛

び

交

う

な

か

、

文

化

の

香

り

豊

か

な

元

気

の

で

る

「

団

旗

び

ら

き

」

と

な

り

ま

し

た

。

争

議

団

は

、

27

年

間

に

及

ん

だ

長

く

厳

し

い

闘

い

の

集

大

成

と

し

て

、

今

年

の

１

年

に

全

て

の

力

を

集

中

し

、

「

な

ん

と

し

て

も

勝

ち

に

行

く

年

！

」

の

決

意

を

新

た

に

し

て

い

ま

す

。

(4)

週刊東洋経済「明治の隠ぺい体質」を斬る！

週刊東洋経済誌(２／１１)は、「隠蔽止まらぬ明治、

情報開示に二の足」の大見出しを、「乳製品の放射能

汚染について『情報非公開』の姿勢を貫く明治に不信

感が増している」とリードし、その

異常企業体質を厳しく指摘する記事

を掲載し話題を呼んでいます。

昨年９月に発覚した東京・町田市

に納品した学校給食用牛乳から、６

ベクレル／㎏のセシウムが検出され

たのに続き、１２月には乳児用粉ミ

ルク「明治ステップ」(850ｇ缶入り)から、３０、８

ベクレル／㎏のセシウムが検出された。記事は特に、

食の「安全・安心」を担う食品大企業としての、明治

の企業体質を問題視し、学校給食用牛乳汚染問題では、

独自検査結果の公表を求められても一切拒否の姿勢を

貫く会社を糾弾しています。

粉ミルク汚染問題でも、民間から指摘されても２週

間も放置し、批判が広まるまで問

題を無視し続けたことは残念だと

消費者の声を紹介しています。

また、「空気汚染」といいなが

らフィルターの種類を企業秘密と

し、汚染検査の事実関係すら公表

しない会社に対し「情報隠蔽を重

ねる明治が、業界最大手としての責任を果たす日はく

るのだろうか」と結んでいます。

ご一読を！

「隠蔽止まらぬ明治、情報開示に二の足」

週刊東洋経済が明治乳業を厳しく糾弾

東日本大震災と原発事故で仮設

住宅の生活が続く南相馬市の被災

者を励まそうと、市川市のボラン

ティアグループと一緒に、明乳争

議団の平木さんが同行しました。

平木さんは長年に渡って千葉市

稲毛区に

ある浅間

神社でお

神楽を踊っ

ています。

この浅間

神社のお

神楽は室

町時代か

ら続き、現在では千葉県の無形文

化財にも指定されています。

仮設住宅でのこの日、１２座あ

る神楽踊の恵比寿舞と大黒舞を披

露しました。恵比寿舞では前回

「私と争議団」で紹介した市川市

議の清水さんが、即席で一緒に踊っ

てくれました。

孫を連れて参加した女性は「最

近こういう機会がなかったので良

かったです」と感謝されました。

また、先日争議オルグで訪問し

た団体にお神楽を踊っている自分

の写真が飾ってあり、恥ずかしく

もうれしく、楽しく訴えも聞いて

いただきました。

愛

知

県

渥

美

郡

田

原

町

出

身

の

農

家

の

三

男

坊

が

、

日

本

一

流

企

業

と

云

う

明

治

乳

業

愛

知

工

場

に

昭

和

４

０

年

入

社

。

冷

蔵

庫

班

や

瓶

装

班

な

ど

コ

ツ

コ

ツ

と

仕

事

を

こ

な

し

、

技

術

講

習

会

な

ど

参

加

さ

せ

ら

れ

ず

と

も

、

面

倒

見

の

良

い

人

柄

か

ら

工

務

係

か

ら

技

術

を

取

得

し

、

職

場

の

修

繕

な

ど

に

役

立

て

る

な

ど

仲

間

か

ら

「

広

ち

ゃ

ん

」

と

人

望

も

厚

く

、

平

成

１

８

年

定

年

、

嘱

託

と

し

て

３

年

働

き

退

職

し

た

。

冷

蔵

庫

班

で

重

量

物

を

扱

う

仕

事

で

腰

痛

に

な

り

、

痛

さ

に

理

解

を

寄

せ

て

く

れ

た

仲

間

と

労

働

組

合

活

動

に

目

覚

め

、

職

場

代

議

員

と

し

て

奮

闘

し

支

部

役

員

選

挙

に

も

積

極

的

に

立

候

補

し

た

。

ま

た

、

組

合

の

囲

碁

・

将

棋

サ

ー

ク

ル

や

音

楽

サ

ー

ク

ル

を

通

し

て

労

音

活

動

に

参

加

し

職

場

や

一

宮

地

域

で

普

及

に

走

り

回

る

な

ど

文

化

活

動

に

も

力

を

注

い

で

来

た

。

消

費

税

を

な

く

す

運

動

に

参

加

し

、

会

の

役

員

に

な

っ

て

奮

闘

も

し

て

い

ま

す

。

市

川

事

件

の

中

労

委

へ

の

証

人

と

し

て

、

職

分

移

行

格

付

試

験

に

合

格

す

る

も

、

諸

活

動

を

忌

み

嫌

う

会

社

に

よ

っ

て

、

18

年

間

も

同

一

職

分

に

据

え

置

か

れ

て

き

た

こ

と

を

証

言

す

る

な

ど

、

自

ら

も

、

平

成

６

年

全

国

事

件

と

し

て

都

労

委

へ

申

し

立

て

奮

闘

、

絶

対

に

「

救

済

命

令

」

を

勝

取

る

気

概

で

頑

張

っ

て

い

ま

す

。

長期争議を闘っている明乳争議団として、全面解決に向けた財政確立

への「冬季物販」及び「年末カンパ」に、多大な

るご協力・ご支援をいただき心より感謝を申し上げ

ます。

全国事件が都労委から今春にも命令が交付されま

す。必ず、「救済命令」を勝取るために、署名活動

など全力を挙げ奮闘する決意です。重ねてお礼申し

上げます。

年末カンパご協力

本当にありがとうございました。

全

国

事

件

愛

知

申

立

人

広

中

正

治

さ

ん

団員の

横 顔

広中正春さん



て

い

く

こ

と

の

重

要

性

が

確

認

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

報

道

関

係

者

の

参

加

が

多

か

っ

た

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

で

し

た

。

パ

ネ

リ

ス

ト

○

東

京

農

工

大

学

名

誉

教

授

本

間

愼

さ

ん

○

石

川

県

民

主

医

療

機

関

連

合

名

誉

会

長

全

国

労

働

安

全

衛

生

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

会

理

事

服

部

真

さ

ん

○

明

治

乳

業

争

議

団

団

長

小

関

守

さ

ん

コ

ー

デ

ィ

ネ

イ

タ

ー

松

本

悟

・

支

援

共

闘

会

議

議

長

（

千

葉

労

連

議

長

）

（２）

参

加

者

の

声

●

と

て

も

充

実

し

た

シ

ン

ポ

で

し

た

。

本

当

に

参

加

し

て

良

か

っ

た

で

す

。

明

治

と

乳

業

協

会

の

異

常

な

体

質

が

よ

く

わ

か

り

ま

し

た

。

（

戸

田

市

Ｋ

・

Ｏ

）

●

と

て

も

勉

強

に

な

り

ま

し

た

。

「

働

く

者

の

人

権

を

守

れ

な

い

企

業

に

は

、

安

全

・

安

心

を

求

め

る

消

費

者

の

人

権

も

守

れ

な

い

」

と

い

う

主

張

は

我

々

に

も

あ

て

は

ま

り

ま

す

。

（J
A
L

争

議

原

告

Ｈ

・

Ｏ

）

●

争

議

団

の

人

が

、

働

く

環

境

だ

け

で

な

く

消

費

者

の

安

全

を

も

使

命

と

し

て

闘

っ

て

い

る

こ

と

、

感

動

し

ま

し

た

。

（

杉

並

区

Ｓ

・

Ｓ

）

●

明

治

の

責

任

、

徹

底

的

に

追

及

し

な

け

れ

ば

と

思

い

ま

し

た

。

よ

ろ

し

く

お

ね

が

い

い

た

し

ま

す

。

（

報

道

関

係

記

者

W

）

●

保

育

園

で

子

ど

も

に

明

治

牛

乳

を

飲

ま

せ

て

い

る

。

親

は

心

配

で

飲

ま

せ

な

い

で

く

だ

さ

い

と

言

い

ま

す

。

本

当

に

安

全

･

安

心

を

大

き

な

声

で

言

。

こ

ん

な

シ

ン

ポ

を

多

く

の

人

に

聞

い

て

ほ

し

い

と

思

い

ま

し

た

。

（

保

育

士

Ｍ

）

㈱明治は すべての牛乳･乳製品の放射性

セシウム数値を かくさず 公表せよ！

セシウム汚染を 究明する シンポジウム開く

明

治

乳

業

争

議

支

援

共

闘

会

議

と

同

争

議

団

は

１

月

28

日

、

㈱

明

治

の

「

粉

ミ

ル

ク

｣

セ

シ

ウ

ム

汚

染

を

究

明

し

「

食

の

安

全｣

を

求

め

る

緊

急

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

新

宿

・

農

協

会

館

で

開

き

ま

し

た

。

昨

年

、

明

治

の

学

乳

と

幼

児

用

粉

ミ

ル

ク

か

ら

放

射

性

セ

シ

ウ

ム

が

検

出

さ

れ

、

乳

幼

児

を

も

つ

母

親

ら

国

民

の

不

安

が

高

ま

る

な

か

で

開

か

れ

た

も

の

で

す

。
コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

に

は

、

松

本

悟

・

支

援

共

闘

会

議

議

長

（

千

葉

労

連

議

長

）

が

あ

た

り

「

汚

染

の

原

因

と

社

会

的

責

任

を

し

っ

か

り

糾

明

し

た

い

」

と

開

催

の

意

義

を

訴

え

ま

し

た

。

パ

ネ

リ

ス

ト

は

放

射

能

と

健

康

の

分

野

か

ら

大

学

教

授

と

医

師

が

、

ま

た

企

業

の

異

常

体

質

を

告

発

す

る

立

場

な

ど

3

名

が

報

告

し

ま

し

た

。

こ

の

中

で

は

、

暫

定

基

準

値

内

は

安

全

と

す

る

厚

労

省

と

明

治

の

姿

勢

が

問

わ

れ

ま

し

た

。

ま

た

粉

ミ

ル

ク

汚

染

に

つ

い

て

は

，

正

し

い

原

因

究

明

が

な

い

ま

ま

詳

細

は

企

業

秘

密

と

す

る

明

治

の

態

度

が

厳

し

く

批

判

さ

れ

ま

し

た

。

さ

ら

に

、

す

べ

て

の

セ

シ

ウ

ム

数

値

を

公

表

さ

せ

、

消

費

者

に

食

料

選

択

の

自

由

と

権

利

を

与

え

る

こ

と

が

大

切

と

報

告

。

小

関

パ

ネ

ラ

ー

は

、

事

故

発

生

の

背

後

に

あ

る

㈱

明

治

の

異

常

な

体

質

に

つ

い

て

、

資

料

を

示

し

て

報

告

し

ま

し

た

。

会

場

か

ら

も

11

名

が

発

言

し

、

消

費

者

が

積

極

的

に

声

を

上

げ

「

食

の

安

全

｣

を

求

め

る

緊

急

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

（３）

会

社

が

「

事

実

を

記

載

し

た

報

告

書

や

観

察

記

録

を

人

事

考

課

の

査

定

資

料

に

し

て

い

る

。

」

と

強

弁

し

て

提

出

し

た

資

料

の

中

に

は

、

申

立

人

ら

の

日

記

帳

な

ど

の

明

確

な

証

拠

に

よ

っ

て

虚

偽

や

恣

意

的

に

捏

造

さ

れ

た

記

載

内

容

の

事

実

が

明

ら

か

と

な

り

ま

し

た

。

申

立

人

ら

の

陳

述

書

や

最

終

準

備

書

面

で

も

詳

細

に

記

載

し

て

い

ま

す

が

、

確

認

で

き

る

だ

け

で

も

10

以

上

も

含

ま

れ

て

お

り

、

資

料

全

体

の

信

憑

性

が

極

め

て

疑

わ

し

い

ば

か

り

か

証

拠

資

料

と

し

て

の

適

性

を

問

わ

ざ

る

を

得

ま

せ

ん

。

幾

つ

か

の

事

例

を

紹

介

す

る

と

、

①

申

立

人

が

退

社

後

に

発

生

し

た

問

題

を

、

申

立

人

の

責

任

と

し

て

記

載

し

て

い

る

報

告

書

。

②

夜

勤

明

け

休

日

で

会

社

に

居

な

い

申

立

人

を

、

「

作

業

ミ

ス

で

指

導

し

た

」

と

記

載

し

て

い

る

報

告

書

。

③

年

間

で

た

っ

た

一

度

欠

勤

し

て

会

社

に

居

な

い

申

立

人

を

、

そ

の

日

に

「

注

意

指

導

し

た

」

と

す

る

記

載

の

報

告

書

。

④

日

曜

日

で

誰

も

出

勤

者

が

い

な

い

日

に

、

申

立

人

を

『

注

意

指

導

し

た

』

な

ど

で

す

。

ま

さ

に

上

司

（

評

定

者

）

と

し

て

、

そ

し

て

人

間

と

し

て

「

許

さ

れ

ざ

る

行

為

」

と

言

う

べ

き

で

あ

り

、

相

対

評

価

を

無

視

し

、

伝

聞

・

再

伝

聞

に

基

づ

い

た

根

拠

の

な

い

ア

ラ

捜

し

証

言

や

虚

偽

・

捏

造

を

も

含

む

会

社

の

個

別

立

証

が

、

確

立

さ

れ

た

命

令

例

・

判

例

に

も

違

背

す

る

こ

と

は

明

ら

か

だ

と

思

い

ま

す

。

明

乳

争

議

団

と

支

援

共

闘

会

議

は

、

明

白

と

な

っ

て

い

る

格

差

（

差

別

）

及

び

不

当

労

働

行

為

意

思

の

認

定

に

基

づ

き

、

早

期

に

全

面

救

済

命

令

が

交

付

さ

れ

る

こ

と

を

強

く

求

め

る

「

団

体

署

名

」

の

提

出

と

要

請

行

動

を

強

め

て

い

ま

す

。

会

社

は

著

し

い

職

分

・

賃

金

格

差

の

実

態

を

否

定

し

て

い

な

い

明

治

乳

業

に

よ

る

賃

金

・

昇

格

差

別

事

件

で

の

都

労

委

は

、

昨

年

の

11

月

30

日

に

結

審

と

な

り

ま

し

た

。

申

立

人

ら

は

格

差

立

証

の

中

で

、

当

該

と

同

じ

昇

格

経

路

に

お

け

る

同

期

・

同

学

歴

の

中

位

者

比

較

に

お

い

て

、

平

均

年

収

（

平

成

５

年

度

）

で

約

１

０

０

万

円

（

最

大

２

２

０

万

円

）

も

あ

る

な

ど

極

め

て

鮮

明

な

、

且

つ

著

し

い

格

差

（

差

別

）

が

生

じ

て

い

る

こ

と

を

、

具

体

的

資

料

を

作

成

し

て

明

ら

か

に

し

て

き

ま

し

た

。

会

社

は

こ

の

否

定

で

き

な

い

格

差

の

存

在

に

つ

い

て

、

「

申

立

人

ら

に

生

じ

て

い

る

格

差

は

、

個

々

人

の

勤

務

振

り

に

よ

る

結

果

で

あ

る

。

」

と

主

張

し

、

上

司

ら

が

密

か

に

記

録

し

て

い

た

と

言

う

資

料

（

報

告

書

・

観

察

記

録

）

を

提

出

し

て

格

差

の

合

理

性

立

証

を

長

時

間

行

っ

た

が

、

そ

の

内

容

は

「

不

当

労

働

行

為

・

差

別

意

思

に

基

づ

く

格

差

」

と

い

う

、

申

立

人

ら

の

立

証

を

覆

す

も

の

と

は

な

り

得

な

い

も

の

で

し

た

。

本

件

で

は

、

申

立

人

ら

集

団

と

同

じ

「

事

業

所

採

用

者

コ

ー

ス

」

に

属

す

る

他

の

労

働

者

集

団

と

の

集

団

間

の

相

対

比

較

が

当

然

な

が

ら

前

提

要

件

と

な

る

の

に

、

会

社

は

自

ら

が

定

義

づ

け

た

相

対

比

較

を

も

否

定

し

て

相

対

比

較

抜

き

の

極

め

て

恣

意

的

な

「

個

別

ア

ラ

探

し

」

立

証

を

執

拗

に

行

う

も

の

で

し

た

。

そ

の

特

徴

は

、

①

ミ

ス

事

例

自

体

が

虚

偽

で

あ

る

も

の

。

②

ミ

ス

事

例

を

恣

意

的

な

作

文

で

誇

張

す

る

も

の

。

③

職

場

で

頻

繁

に

発

生

し

誰

で

も

経

験

し

て

い

る

些

細

な

ミ

ス

。

④

共

同

作

業

で

発

生

し

た

事

例

や

、

上

司

な

ど

職

務

上

の

責

任

者

を

免

罪

し

て

、

申

立

人

ら

に

責

任

の

総

て

を

転

嫁

し

て

い

る

事

例

等

々

で

す

。

申

立

人

ら

は

、

「

ミ

ス

が

な

い

」

と

言

っ

て

い

る

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

会

社

側

証

人

も

、

「

他

の

従

業

員

で

も

一

人

10

枚

く

ら

い

の

報

告

書

が

あ

っ

た

。

」

と

証

言

し

た

よ

う

に

、

仕

事

を

し

て

い

る

鮮

明

と

な

っ

た

格

差

（

差

別

）

へ

の

「

合

理

的

理

由

」

と

は

な

り

得

な

い

個

別

立

証

の

内

容

！

限

り

ミ

ス

は

誰

に

で

も

起

り

得

る

の

で

す

。

職

分

制

度

や

人

事

考

課

査

定

の

評

定

項

目

な

ど

が

い

く

ら

立

派

な

内

容

で

あ

っ

て

も

、

会

社

（

評

定

者

）

が

差

別

意

思

を

持

っ

て

恣

意

的

に

あ

る

い

は

意

図

的

な

評

定

を

行

っ

て

い

た

ら

公

平

性

や

適

正

な

評

定

結

果

が

保

た

れ

な

い

こ

と

は

明

ら

か

で

す

。

都

労

委

に

は

、

必

要

な

期

間

を

遡

及

し

て

審

査

し

、

会

社

の

差

別

意

思

に

踏

み

込

ん

だ

適

正

な

判

断

を

示

す

こ

と

が

求

め

ら

れ

て

い

る

の

で

す

。

虚

偽

・

捏

造

な

ど

で

無

能

力

者

に

仕

立

て

あ

げ

る

「

報

告

書

」

の

驚

く

べ

き

実

態

！

嘘を
つい
ても
い

つか
バレ
ルよ
！

あま
りに
もヒ
ド

過ぎ
です
！

昨年も繰り返し行われた明治ＨＤ前の抗議要請行動


